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前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
時
代
、

日
本
人
の
喫
煙
率
は
、
男
性
が
約
８
０
％
、
女
性
は

約
１
５
％
で
し
た
。 

私
も
、
朝
起
き
て
は
吸
い
、
朝
食
後
に
も
吸
い
、

仕
事
を
始
め
る
前
に
吸
い
、
い
ら
い
ら
し
て
は
吸
い
、

仕
事
が
一
段
落
し
て
は
吸
い
、
昼
の
休
憩
時
間
に
も

吸
い
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
は
吸
い
、
酒

を
飲
み
に
行
っ
て
は
吸
い
、
帰
宅
し
て
は
吸
い
、
寝

る
前
に
一
服
と
、
日
に
２
０
本
か
ら
４
０
本
は
吸
っ

て
お
り
ま
し
た
。
と
き
に
は
頭
が
ク
ラ
っ
と
し
た
り
、

吐
き
気
が
し
た
り
、
脈
が
途
切
れ
た
り
、
咳
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
り
、
汚
い
痰
が
で
た
り
し
て
も
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
時
は
ど
こ
の
病
院
で
も
患
者
さ
ん
の
待

合
室
に
は
大
き
な
吸
い
殻
入
れ
が
置
い
て
あ
り
ま
し

た
し
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
は
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
病
棟
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
来
の
診

察
室
に
も
灰
皿
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、
診
察

し
な
が
ら
吸
う
医
師
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
診
療

の
合
間
に
は
病
院
職
員
も
患
者
さ
ん
も
自
由
に
吸
っ

て
い
た
の
で
、
さ
ぞ
や
病
院
中
が
タ
バ
コ
臭
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
天
井
や
壁
の
ク
ロ
ス
が
黄
色
く
変

色
す
る
の
も
今
よ
り
は
ず
っ
と
早
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
吸
う
者
は
当
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

吸
わ
な
い
人
に
し
て
み
れ
ば
大
い
に
迷
惑
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
後
、
タ
バ
コ
と
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
生
活
習

慣
病
の
発
症
に
関
連
が
あ
る
と
い
う
研
究
が
進
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
喫
煙
者
が
減
っ
て
き
た
の

で
す
。 

２
０
１
６
年
の
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
）
に
よ

る
全
国
喫
煙
者
率
調
査
で
は
、
な
ん
と
男
性
が
約
３

０
％
ま
で
激
減
し
て
お
り
ま
し
た
。
女
性
も
約
１

０
％
に
減
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女
と
も

４
０
歳
代
の
喫
煙
率
が
最
も
高
い
結
果
で
し
た
。 

今
で
は
、
病
院
の
診
察
室
や
待
合
室
で
は
灰
皿
が

な
く
な
り
、
加
え
て
公
共
機
関
や
公
共
施
設
で
も
喫

煙
場
所
は
減
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
吸
っ
て
い

る
人
は
場
所
探
し
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

健
康
を
守
る
役
割
の
病
院
で
の
禁
煙
は
、
医
療
行

政
上
も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
禁

煙
外
来
で
禁
煙
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
、
健
康
保
険

で
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
も

す
で
に
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
喫
煙
は
嗜
好
と
は
い
え

依
存
症
の
た
ぐ
い
で
す
か
ら
、
や
め
る
と
い
う
は
っ

き
り
し
た
意
思
と
計
画
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

助
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
副
流
煙
に
よ
る

受
動
喫
煙
の
害
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
吸
い
た
い
人
は
、
吸
わ
な
い

人
に
対
し
て
十
分
配
慮
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 そ

れ
ま
で
し
て
タ
バ
コ
に
依
存
し
な
く
て
も
、
世

の
中
に
は
健
康
的
で
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
か
ら
、
意
地
を
張
ら
な
い
で
ほ
か
の
こ
と
に
大

切
な
お
金
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

 

か
く
申
す
私
も
、
タ
バ
コ
を
や
め
た
時
は
１
０
日

ほ
ど
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
決
し
て
や
め
ら

れ
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
子
供
や
家
族

や
恋
人
の
た
め
に
と
決
心
し
て
、
禁
煙
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

タ
バ
コ
の
い
く
道
せ
ま
い
道
・禁
煙
外
来
の
お
勧
め 
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い
っ
て
、
内
蔵
脂
肪
の
蓄
積
を
判
定
す

る
こ
と
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
原

因
と
な
る
動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防

し
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
診
断
基
準
は
右
記
の
図
の
通
り

で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
判
定
さ
れ
た

場
合
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
重
な
っ

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す

の
で
、
運
動
や
食
生
活
を
見
直
す
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
た
だ
、
腹
囲
が

基
準
値
以
下
で
あ
っ
て
も
内
臓
脂
肪

が
多
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
で
、
腹
部
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
使

用
し
測
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
正
確

に
判
断
が
で
き
ま
す
。 

 健
康
診
断
と
人
間
ド
ッ
ク
の
違
い 

 

ド
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
、
犬
（
ド
ッ

化
し
、
健
康
診
断
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
や
「
生
活
習
慣
病
」
予
防
へ
と
役
割

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
職
場
で
の

定
期
健
康
診
断
な
ど
が
義
務
化
さ
れ
、

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
機
関
が
増
え
ま
す
。
平
成
二
十
年

に
は
、
四
〇
～
七
四
歳
ま
で
の
公
的
医

療
保
険
加
入
者
全
員
が
対
象
と
な
る
特

定
健
康
診
査(

以
下
、
特
定
健
診)

が
始

ま
り
、
生
活
習
慣
病
関
連
の
検
査
を
行

い
、
危
険
因
子
に
あ
っ
た
保
健
指
導
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？  

 
特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
を
測
り
ま
す
。

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

内臓脂肪型肥満 

腹囲が男性で 85cm以上 

女性で 90cm以上 

３項目のうち２項目以上の異常 

□血清脂質 中性脂肪が

150mg/dｌ以上か、HDL-コレス

テロール値が 40mg/dｌ未満、ま

たはその両方に当てはまる。あ

るいは治療中 

□血圧 収縮期血圧が

130mmHg以上か、拡張期血圧

が 85mmHg以上、またはその

両方。あるいは治療中 

□血糖 空腹時血糖値が

110mg/dｌ以上。あるいは治療中 

自
分
の
健
康
を
自
ら
守
る
た
め
に 

 

今
、
自
分
で
自
分
の
体
の
健
康
管
理

を
行
う
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
考
え
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
で
健
康
管
理
す
る
た
め
に

は
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ

ク
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 日

本
は
世
界
の
中
で
も
予
防
医
学
が

進
ん
で
い
る
国
で
す
。
健
康
診
断
は
、

今
か
ら
百
年
前
に
学
校
で
の
身
体
検
査

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
代
は
、
結
核
が
死
因
の

第
一
位
（
表
１
）
で
、
健
康
診
断
は
、

結
核
対
策
と
し
て
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
や
胸
部
Ｘ
線
検
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
国
民

病
は
結
核
か
ら
が
ん
や
成
人
病
へ
と
変

 

人間ドック・禁煙外来 
 

表１：死因順位 10年ごとの推移 

年 第１位 第２位 第３位 

S22 全結核 肺炎・気管支炎 胃腸炎 

S32 脳血管疾患 悪性新生物 老衰 

S42 脳血管疾患 悪性新生物 心疾患 

S52 脳血管疾患 悪性新生物 心疾患 

S62 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 

H9 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 

H19 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 

H27 悪性新生物 心疾患 肺炎 

厚生労働省 

メタボリックシンドローム 

 

グ
）
で
は
な
く
、
船
な
ど
を
建
て
た
り
、

修
理
し
た
り
す
る
際
の
施
設
の
総
称
で

あ
る
ド
ッ
ク
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

 
 

人
間
ド
ッ
ク
と
健
康
診
断
と
の
大
き

な
違
い
は
、
義
務
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

と
、
色
々
な
検
査
項
目
を
自
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
は
、
か
な
り
進
行
し
な
い

と
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
断

で
は
血
液
検
査
の
み
で
判
断
し
ま
す
が
、

人
間
ド
ッ
ク
で
更
に
詳
し
い
検
査
を
行

う
こ
と
で
、
早
め
に
治
療
や
生
活
改
善
が

で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
が
ん
は
何
年
も
か
か
っ
て
進
行

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
早
期
で
発
見
し
、

治
療
す
れ
ば
治
癒
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
表
１
の
死
因
順
位
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
が
死
因
の

第
一
位
で
す
が
、
実
は
健
康
診
断
や
特
定
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禁
煙
外
来
っ
て
な
ぁ
に
？ 

 

タ
バ
コ
の
煙
に
は
４
千
種
類
以
上
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肺
が
ん

を
は
じ
め
、
口
腔
・
咽
頭
が
ん
の
リ
ス

ク
や
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
が

高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ
バ
コ
は
な

か
な
か
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
タ

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
と
、
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
と
い
う
病
気
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
で
す
。
左
の
十
項
目
の
リ
ス
ト

に
５
つ
以
上
、「
は
い
」
と
回
答
す
る
と
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
、
規
定
条
件
を
満
た
し
た

健
診
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
除
く
と
、
が

ん
検
査
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
胃
が
ん
検
査
は
上
部
内
視
鏡
が
有
効

な
の
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
検
査
が
行
わ

れ
て
い
る
の
は
人
間
ド
ッ
ク
だ
け
で
す
。

 

人
間
ド
ッ
ク
は
、
医
療
保
険
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
治
体
や
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
組
合
に
よ
っ
て
は
条
件

を
満
た
せ
ば
一
定
額
の
補
助
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
は

労
働
安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

健
康
診
断
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 人
間
ド
ッ
ク
は
定
期
的
に
受
診 

 

人
間
ド
ッ
ク
も
健
康
診
断
と
同
じ
よ

う
に
、
一
年
に
一
度
受
診
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

信
愛
病
院
で
行
っ
て
い
る
人
間
ド
ッ

場
合
は
、
保
険
診
療
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

禁
煙
外
来
で
の
治
療
は
、
三
ヶ
月
間

で
、
診
察
は
５
回
と
い
う
の
が
基
本
で

す
。
最
後
ま
で
受
診
す
る
と
、
二
人
に

一
人
は
禁
煙
に
成
功
す
る
と
い
う
結
果

が
で
て
い
ま
す
。
禁
煙
を
す
る
と
数
ヶ

月
後
に
は
肺
機
能
が
改
善
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診
を
お

す
す
め
し
ま
す
。 

信
愛
病
院
で
は
、
土
曜
日
に
禁
煙
外

来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
主
治

医
か
外
来
看
護
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

ク
は
、
日
帰
り
ド
ッ
ク
で
す
。
優
先
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間

が
な
く
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
可

能
で
す
。
基
本
コ
ー
ス
に
、
オ
プ
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
お
り
、
９
月

よ
り
更
に
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
が
増
え

る
予
定
で
す
。
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
な
ど
の
が
ん
検
診
も
行
え

ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
が
苦
手
な
方
に

は
、
採
血
だ
け
で
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を

判
定
す
る
検
査
も
可
能
で
す
。
そ
の

他
、
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
も
で
き
ま
す
の

で
、
様
々
な
角
度
で
自
分
の
体
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

健
康
状
態
を
定
期
的
・
総
合
的
に
検

査
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
生
活
習
慣

病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

定
期
的
な
健
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

【信愛病院 日帰り人間ドック】 

■ 基本コース ■ 

◇診察・問診 ◇身体測定 ◇尿検査  

◇血液検査 ◇便検査  

◇胸部レントゲン ◇心電図  

◇眼底 ◇眼圧 ◇呼吸機能  

◇腹部超音波  ◇胃検査(内視鏡検査) 

 

お問い合わせ：042-491-3211 

（ 

タバコ依存症スクリーニングテスト（ＴＤＳ） 

1.自分が吸うつもりよりも、ずっと多くタバコを吸ってしま

うことがありましたか。  

2.禁煙や本数を減らそうと試みて、できなかったことがあり

ましたか。   

3.禁煙したり本数を減らそうとしたとき、タバコがほしくて

ほしくてたまらなくなることがありましたか。   

4.禁煙したり本数を減らしたときに、次のどれかがありまし

たか。（イライラ、神経質、落ちつかない、集中しにくい、

ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、手のふ

るえ、食欲または体重増加）   

5.4.でうかがった症状を消すために、またタバコを吸い始め

ることがありましたか。 

6.重い病気にかかったときに、タバコはよくないとわかって

いるのに吸うことがありましたか。   

7.タバコのために自分に健康問題が起きているとわかって

いても、吸うことがありましたか。   

8.タバコのために自分に精神的問題が起きているとわかっ

ていても、吸うことがありましたか。   

9.自分はタバコに依存していると感じることがありました

か。   

10.タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが

何度かありましたか。 
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このページでは、信愛報恩会のスタッフやボランティアさんをご紹介していきたいと思い
ます。今回は 4 月から入職した 3 名の医師をご紹介したいと思います。 

 ③医師を志したきっかけを教えて下さい。 

小学 3 年生の時にシュバイーツアーの伝記

を読み、教会学校に行ったことがきっかけで

あったのではないかと思います。 

 

④患者様と関わる上で心掛けていることを

教えて下さい。 

患者さんの訴えを否定しないで聞き、それ

に沿ってどのような医療が可能かを考えるよ

うにしたいと思っています。また、病状や愁

訴の報告があった場合には、患者さんのもと

に行き、患者さんを直接見て、触れることが

必要だとも思っています。 

 

 

 

 

 

信愛病院 

緩和ケア部長 

見
み

供
とも

 修
おさむ

 

①名前の由来 

中学生の時に祖父に、京都からや

ってきた僧侶に由来するのではない

かと言われました。仏式の葬式に出

席し、正面に掲げられている「御供」

を見て、これがその由来なのかもし

れないと思うことがあります。 

 

②趣味（休日の過ごし方） 

熱帯魚(グッピー、コリドラス)、

つるバラの世話、芝の手入れ、夕焼

けの街並みを見ながらのウォーキン

グ、合気道の練習をすることが楽し

みとなっています。 

 

①名前の由来 

作家の井上靖にちなんだと親に聞い

たことがあります。 

 

②趣味（休日の過ごし方） 

読書、音楽鑑賞、録画した映画を観

ること、ジョギング、簡単な手料理な

どです。 

 

①名前の由来 

智慧ある者になるようにとつけたと聞

きました。 

 

②趣味（休日の過ごし方） 

休日は子供と散歩や釣りをして過ごし

 ております。

 

信愛病院 

腎臓内科部長 

中村
なかむら

 靖
やすし

 

信愛病院 

内科部長 

向井
む か い

 智彦
ともひこ

 

③医師を志したきっかけを教えて下さい。 

華やかさはありませんが、コツコツ努力す

ることが割と好きな自分に向いた仕事だと

思いました。 

③師を志したきっかけを教えて下さい。 

十五歳の時、交通事故に遭いました。

そのとき両親がカトリックの神父様を呼

んで「塗油の秘跡」*（＊～秘跡：臨終に

際しての儀式）を授けてもらったそうで

す。防衛医科大学病院や国立障害者リハ

ビリテーションセンター病院の色々な先生方

に大変お世話になり、一年後高校へ復学できま

したが、その時のことが忘れられず私も人のた

めに働きたいと考えるようになりました。 

 

④患者様と関わる上で心掛けていることを

教えて下さい。 

まず患者様には事実を正確に理解していた

だきたいと考えております。検査結果や治療方

針に関しての説明では、専門用語は使わずに分

かり易い説明を心掛けております。患者様の選

択を尊重し、ご納得が得られる様に努力してい

きたいです。 

④患者様と関わる上で心掛けていることを

教えて下さい。 

３年前に自分の大きな手術で入院した時、

医師や看護師が顔を見に来てくれるだけでも

いかに安心するかを知りました。それからは

できるだけ患者さんの顔を見て、言葉をかけ、

会話が無理なときはまなざしで、励ますよう

にしています。 
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寄付金総額 2,658,000 円  

 

◇寄付金 2017 年 3 月 

寄付金合計 438,000 円  

法人寄付 

明治学院中学・東村山高等 

学校様 

20,000 

信愛病院寄付 

匿名様     150,000 

細山 哲様      50,000 

藤田 志げ様    30,000 

匿名様      5,000 

匿名様      3,000 

鈴木 博美様   お菓子 

 

ご厚情ご援助を心より感謝し御礼申し上げます。 

 

信愛の園寄付 

栗野 實様          50,000 

匿名様       50,000 

匿名様       50,000 

               

信愛のぞみの郷寄付 

匿名様             30,000 

 

◇寄付金 2017 年 4 月 

寄付金合計  2,060,000 円  

信愛病院寄付 

岡安 大仁様    1,000,000 

匿名様      1,000,000 

井上 歌子様    60,000 

飯田 進様     商品券 

（10,000 円分） 

村山 茂様     お菓子 

岡田 雅子様       本 

 

信愛の園寄付 

中野 みな子様 仏壇セット 

匿名様        車椅子 

 

◇寄付金 2017 年 5 月 

寄付金合計      160,000 円  

法人寄付 

小村 末子様        10,000 

筒井歯科医院様      10,000 

(株)ヤマトウ産業様  5,000 

 

信愛病院寄付 

小笠原 康彦様      50,000 

当法人では、職員への謝礼などは、一切お断りしております。もし、私たちのケアに対して、評価をいただけるのであ

れば、代わりにご芳志をお寄せください。＊社会福祉法人への寄付は、税法上寄付金控除を受けることができます。 

寄付申込方法：振替、銀行振込、窓口受付 

郵便振替：番号 00170-8-121682 口座名：社会福祉法人信愛報恩会 

銀行振込：三菱東京 UFJ 銀行所沢支店 普通預金 0428829 口座名：社会福祉法人信愛報恩会寄付口 理事長 桑名斉 

信愛報恩会お知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

バザー内容の詳細につきましてはチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

期間:2017年 10月 30日(月)～11月 4日(土) 

場所:信愛の園 ふれあいホール 

詳しくは秋号でお知らせします。 

絵手紙コンテストにつきましてはコンテスト概要をご覧く

ださい。たくさんのご応募お待ちしております。 

 

信愛病院からのお知らせ 
 

①信愛病院では、広く患者様を支援することを目

的に、従来の医療社会事業科（医療相談室）と地

域連携室を統一し、「患者サポートセンター」を 1

階外来ロビー前に設置いたしました。より一層、

患者様の状況に応じた援助を提供できるよう努め

てまいります。入退院調整看護師、ソーシャルワ

ーカー（医療相談員）が在籍しておりますので、

お気軽にお声がけください。 

 

②平成 29 年６月１日より 信愛病院のＥ病棟が

介護療養型病棟から「医療療養病棟」へ転換とな

りました。医療療養病棟とは、急性期医療の治療

を終えても、継続的に長期医療が必要な患者様を

受け入れていく病棟です。入院などのご相談は、

患者サポートセンターまでご相談ください。 

TEL：042-491-3211 

 

③リハビリ棟の耐震強化工事を行っております。

騒音などでご迷惑をおかけしておりますが、ご理

解、ご協力をお願いいたします。 

 

匿名様       50,000 

松井 活様     20,000 

 

匿名様       5,000 

榎本 伶子様 

プラスチック短下肢装具 

小笠原 康彦様   

花、お菓子 

 

信愛の園寄付 

匿名様       10,000 

匿名様   車椅子、杖など 
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春から夏になり、暑い日が続くようになりました。暑い

日が続くと食事が傷みやすくなり、食中毒が心配になりま

す。今回は、食中毒についてお話します 

◇食中毒の原因 

食中毒になると急にお腹が痛くなり、吐き気や嘔吐、下

痢が続いたりすることがあります。食中毒の原因は、細菌

やウイルスが食事に入り込んで汚染されることによりま

す。原因になる細菌の代表は腸管出血性大腸菌 O157 やカ

ンピロバクターという細菌で、ウイルスの代表はノロウイ

ルスなどです（下記表）。 

以前は、食中毒は夏場が多かったのですが、最近はノロ

ウイルスの食中毒が冬場に流行することが多くなり、夏場

より冬場の食中毒の患者さんが多くなってきました。 

食中毒の発生場所は、飲食店が多く報告されていますが、

家庭でも多く発生しているものと考えられています。 

◇食中毒予防の三原則「つけない・増やさない・やっつける」 

食中毒はまずは予防が大事になります。細菌やウイルス

を食べ物に「つけない」、食べ物に付着した細菌やウイル

スを「増やさない」、食べ物や調理器具に付着した細菌や

ウイルスを「やっつける」という 3 つのことが原則とな

ります。 

①「つけない」は調理場に持ち込まない、食品に細菌

やウイルスをつけないことです。料理の前には必ず手を洗

うことや、生の肉や魚の調理に使った包丁やまな板は

すぐに洗うなどの注意が大事になります。 

②「増やさない」は、低温で保存することです。

特に細菌はあたたかいと、どんどん増えていきます。

増えないように食べ物は冷蔵庫に保管するようにし

なければなりません。しかし、冷蔵庫も万能ではない

ので、熱い時期は早めに食べることが必要になりま

す。 

③「やっつける」は、加熱処理です。ほとんどの

細菌やウイルスは加熱によって死滅します。火を通す

ことはとても有効な方法です。お肉やお魚、野菜も加

熱することで安心して食べることができます。包丁や

まな板などの調理器具も熱湯をかけることで殺菌に

なり安心できます。 

◇「手洗い」は食中毒予防の基本 

まず、私たちができることは、手洗いをすることに

なります。風邪の予防にも効果的ですので、外出から

帰ってきた時、食事の用意の前、食べる時、食品を触

る前には、手洗いを行いましょう（上記表）。 

また、食中毒と思われる下痢や嘔吐がおこった場合

にも、本人も含めて、周囲の人たちの手洗いは、予防

のためにも重要なことになります。 

ちなみに、食中毒のときの嘔吐や下痢は、悪いもの

を体内から外に出そうとする、身体の正常な反応で

す。市販の下痢止めをすぐ使うのではなくて、１日２

回程度の嘔吐や下痢であれば、しばらく水分補給で経

過をみるか、医師の診察の上に下痢止めを使うように

してもらいたいと思います。 

高世秀仁 Drの 
病気とうまくつきあう 

本日のテーマは 

「食中毒」 

 

正しい手洗いの方法 

 菌名 特長・感染源 原因食品 症状 

細
菌
性
食
中
毒 

腸管出血性大

腸菌 O157 

・牛などの腸管

に生息 

・感染力が強く

少量の菌で発

症する 

牛肉および

その加工品、

生野菜など 

激しい腹痛、

下痢、下血 

カンピロバク

ター 

・家畜やペット

などに分布 

・乾燥に弱い 

食肉（特に鶏

肉や牛レバ

ー） 

発熱、腹痛、

下痢、血便、

筋肉痛 

ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒 

ノロウイルス 

・感染者の便や

吐物などから

の感染 

・感染した調理

人を通しての

二次感染 

生ガキなど

の二枚貝 

嘔吐と下痢 

 

1. 水で手を濡らし、石鹸を付ける 

2. 指、掌、腕の順番で洗う。特に指の間

をよく洗う(30秒程度) 

3. 石鹸をよく洗い流す(20秒程度) 

4. 使い捨てペーパータオル等で拭く(タ

オルの共有はしないこと) 

5. 消毒液をかけてよく刷り込む。 

（1～3の手順を 2回以上行う） 
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元気な「百寿者」の生活習慣についてよく語られ

るのは、＊三食きちんと、好き嫌いなく ＊毎日野

菜を食べる ＊タバコを吸わない ＊散歩など軽い

運動習慣 ＊好奇心旺盛 ＊楽天的 ＊まめに動く 

＊決まった時間に起床・食事・就寝 ＊人と会うの

が好きなど、これらの習慣は高齢になって身につく

のではなく、若いころから続けているからこそ心身

に良い影響をもたらすと考えられます。  

実は 100 年時代の折り返し点として重要なのが

「40 代」。認知症のなかで 6 割以上も占める「アル

ツハイマー病」。その原因物質とみられる「アミロイ

ドβ」が脳内に溜まり始まるのが 40 代からといわれ

ています。 

また、心筋梗塞や脳梗塞など血管障害の要因であ

る「動脈硬化」も、40 代ころからの血管老化が引き

起こすのではないかといわれます。よく見てみると、

元気な百寿者の生活習慣は、血管に負担をかけず脳

を若々しく保つ・・ことにつながっているのがよく

②１日１０分、音楽を聴く時間を作る 

 

車の運転や作業をしながら音楽をかけるのでは

なく、音楽を聴くだけの時間を作ります。椅子に

座って、あるいは横になりながら、音楽を流しま

す。そして、ゆっくり呼吸をしながら、音楽、自

分の体、心の状態に意識を向けて聴きます。 

 

普段の私たちは、ストレス社会の中で生活をし

ていますので、交感神経がいつも優位に働いてい

ます。音楽は、副交感神経の働きを助けますので、

心と体のリセットとして音楽を使うことで、免疫

力の UP も期待できます。 

 

北川 美歩 （信愛報恩会 音楽療法士） 

 

「４０代」からの生活習慣の見直し 

今号は、セルフメディケーションがテーマとな

っていますので、本日の音楽利用法は、 

 

「音楽でセルフケア」 
 

 

このポイントは２つあります。 

 

①心と体がリラックスする音楽をみつける 

 

これが意外と難しいのですが、必ずしもお気に

入りの音楽というわけではありません。もしかし

たら、あまり聞いたことのないジャンルにあるか

もしれません。大事なことは、自分が聴いて、リ

ラックスすると感じるかどうかです。 

わかります。40 代というのは、若さに任せたそれ

までの生活を見直し、これからの長い壮老年時代を

乗り切っていくための、大事な方向転換の時期なの

です。  

毎日の「食事・睡眠・運動・休養・交流」など、

思い切って見直し改善に向け行動することが、「元

気な 100 歳」につながっていくことでしょう。 

    

鐙 勉（信愛報恩会常務理事／認知症予防専門士） 
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先
日
、
親
不
知
の
歯
が
痛
く
て
、
歯
医
者
に

行
っ
た
ら
、
親
不
知
の
隣
に
あ
る
歯
が
虫
歯
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
。
親
不
知
を

抜
き
、
歯
の
神
経
を
と
り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ

ら
に
、
他
に
も
虫
歯
を
発
見
さ
れ
て
し
ま
い
、

毎
週
の
よ
う
に
歯
医
者
に
通
っ
て
い
ま
す
。

「
歯
医
者
＝
痛
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
、

日
々
の
忙
し
さ
か
ら
、
歯
医
者
を
遠
ざ
け
て
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
期
的
に
歯
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に

生
活
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、
反
省
し
ま
し

た
。 

 

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
「
悪
い
病

気
が
み
つ
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」
と
ド
キ

ド
キ
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
症
状
が
出
る
前
に

発
見
で
き
れ
ば
、
生
活
習
慣
を
変
え
ら
れ
た

り
、
早
期
治
療
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
し
っ

か
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
結
果
的

に
は
お
財
布
に
も
優
し
く
な
る
の
で
す
。 

 

と
は
い
え
、
明
日
も
歯
医
者
で
す
。
虫
歯
が

み
つ
か
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
・
・
・ 

（
北
川
） 

 
 
 

 

〒204-0024 

東京都清瀬市梅園 2-5-9  

TEL 042-433-4300 

FAX 042-433-4301 

honbuad@shin-ai.or.jp 

 

編集発行人：鐙 勉 

信愛の友編集委員会 

次号は、10 月後半予定 

特集「土曜コンサート」 

        

 

清瀬信愛教会 

牧師 竹前 治 

編
集 

後
記 

 

  

「
自
分
の
体
を
神
に
喜
ば
れ
る
聖
な

る
生
け
る
い
け
に
え
と
し
て
献
げ
な

さ
い
。
こ
れ
こ
そ
、
あ
な
た
が
た
の
な

す
べ
き
礼
拝
で
す
。」 

 
 
 
 
 
 

 

（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙 １

２
：
１
） 

 

 

今
回
は
「
人
間
ド
ッ
ク
と
禁
煙
外
来
」

が
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
聖
書
に
お
い
て

は
特
に
こ
れ
に
関
し
て
の
教
え
と
言
う

の
は
あ
ま
り
み
な
い
の
で
す
が
、
た
だ
、

私
た
ち
の
体
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
私
た
ち
の
体
は
神
さ
ま
に
よ
っ
て
創

造
さ
れ
、
神
さ
ま
か
ら
命
が
与
え
ら
れ
た

者
で
す
。
で
す
か
ら
自
分
の
体
を
大

切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
さ
ま

の
恵
み
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。喫
煙
は
自
分
の
体
だ
け
で
な

く
、
他
者
の
体
を
も
傷
つ
け
ま
す
。

分
か
っ
て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の

が
人
間
の
弱
さ
で
あ
り
ま
す
。
で
も

今
は
病
院
の
中
に
共
に
考
え
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
体
だ
け
で
な

く
他
者
の
健
康
を
考
え
る
と
き
、
同

時
に
神
さ
ま
か
ら
の
命
を
も
考
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク

も
同
じ
で
す
。 

 

悩
ん
で
い
な
い
で
、
神
さ
ま
か
ら

の
恵
み
に
満
ち
た
こ
の
体
の
健
康
を

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

  

 

  

患
者
さ
ま
よ
り
「
チ
ャ
プ
レ
ン
っ
て

何
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？
」
と
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。
チ
ャ
プ
レ
ン
の
働
き
は
、

た
ま
し
い
の
ケ
ア
が
中
心
で
す
。 

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
人
は
肉
体
と
共

に
、
た
ま
し
い
の
存
在
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
病
気
に
な

っ
た
時
、
身
体
だ
け
で
な
く
社
会
的
に

も
精
神
的
に
も
、
た
ま
し
い
に
も
痛
み

を
持
ち
ま
す
。「
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の

か
」「
何
の
為
に
生
き
て
い
る
の
か
」

等
、
健
康
な
時
に
は
考
え
な
か
っ
た
事

を
考
え
、
自
分
の
人
生
や
、
苦
悩
に
つ

い
て
問
う
た
り
し
ま
す
。 

そ
れ
は
、
人
間
の
力
で
は
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
、
人
間
の
存
在
そ
の

も
の
か
ら
出
て
く
る
重
く
辛
い
問
い

で
す
。
そ
の
問
い
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ペ
イ
ン
（
た
ま
し
い
の
痛
み
）
と
言
い

ま
す
。
こ
の
た
ま
し
い
の
部
分
に
関
わ

り
、
ケ
ア
を
す
る
の
が
チ
ャ
プ
レ
ン
の

働
き
で
す
。 

人
間
の
限
界
を
超
え
た
神
様
に
祈

り
つ
つ
、
た
ま
し
い
の
痛
み
を
持
つ

方
々
の
傍
ら
に
居
た
い
と
願
い
ま
す
。

 

   
 

集会のご案内 

主日礼拝 日曜日 

○信愛病院内外来 

9:20～10:00 

○教会礼拝堂 

10:30～11:45 

 

 チャプレン 

今村 愛喜 


